



























を訪問した｡ 前者では､ 障害者雇用のいきさつ､ 雇用の
取り組み､ 作業内容､ 事業展開､ 雇用管理､ 地域､ 家族
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― Through the Research for the Companies and Day Center in Tokai District ―
稲 垣 貴 彦
Takahiko INAGAKI
精神障害者の雇用を積極的に進めている事業所および就労支援に積極的に取り組んでいるデイケア (精神科クリニッ
ク) を訪問し､ 聞き取り調査を行った｡ また､ 精神科デイケアおよび小規模作業所の利用者を対象に､ 就労の意向に
ついてのアンケート調査を行った｡ それらの結果を､ 全国の実態と照らし合わせて､ 精神障害者の雇用・就労をめぐ
る近年の状況を把握し､ どのような課題があるのかを検討した｡ さまざまな制度が整備され､ 徐々にその雇用は進ん
でいるが､ まだまだ他の障害に比べても数は少ない｡ できるだけ多くの事業所に､ 障害の特性を理解してもらい､ 適






































る｡ また､ 福祉工場でも､ 家族会が定期的に開かれ､ 親










































































































































くあり､ また､ 就労意欲の高い人が多いので､ 全体の士
気があがった感がある｡ デイケア利用者のうち､ ここ数


































パート､ アルバイトか)､ 仕事の満足度､ 就労の意向､
希望する職種､ 就職活動の有無､ 就職しない理由､ 周囲
の人から ｢働いたら｣ といわれるか､ 自分の経済状態に






回答を得た｡ 性別は､ 男性が  人､ 女性が６人､ 無回答
が６名であった｡ 年齢は､   歳代が２人､   歳代が４人､
  代が  人､   代が  人､   歳代が５人､ 無回答が６人
である｡
精神障害者保健福祉手帳の取得状況であるが､ 取得し
ている人は  人､ うち１級は１人､ ２級は  人､ ３級は
１名､ 取得していない人は  人､ 無回答は６人であった｡
２) 就労の経験について
｢あなたは､ 今まで､ 会社や工場､ お店などで働いた
ことがありますか？ (作業所・授産施設は除く)｣ とい
う問いに対して､ ｢働いたことがあるが今は働いていな
い｣ と答えた人は  人 (   ％)､ ｢働いたことはない｣









その結果､ ｢工場・製作所などでの作業｣ が  人､ ｢会
社などでの事務｣ が８人､ ｢店舗での仕事｣ が  人､ ｢そ
の他｣ が４人であった｡ また､ 複数の職場を選んだ人は､
  人であった｡
具体的な仕事の内容も合わせて自由記述形式でたずね
たところ､ 木工所､ 蛇口の製造､ 金属加工工場､ 電子機
器組み立て (工場等)､ タイピスト (事務所等)､ 皿洗い､
看護助手､ ウエイトレス､ レジ､ 品だし､ ポスター貼り､











答をした人については､ 正社員､ パート､ アルバイトの
順で､ 最初に選択した回答を数えた｡ その結果､ 正社員
は､   人 (   ％)､ パートは５人 (   ％)､ アルバイ
トは７人 (   ％)､ その他が４人 (   ％) であった｡
５) 仕事の満足度
働いたことがあると答えた人に､ 仕事の満足度をたず
ねた｡ ｢大変満足していた｣ が７人 (   ％)､ ｢まあま
あ満足していた｣ が  人 (   ％)､ ｢あまり満足してい






合わない､ ４給料が安い､ ５休憩・休日が少ない､ ６人
間関係がよくない､  正式雇用でない､  その他､ の選
択肢からひとつ選んでもらった｡
その結果､ ｢仕事がおもしろくない･合わない｣ が２名､
｢給料が安い｣ が１名､ ｢人間関係がよくない｣ と答えた
人が２名あった｡
７) 就労への意向
｢あたなは､ これから､ 会社や工場､ お店などで働き
たいと思いますか？｣ と聞いた｡ ｢ぜひ働きたい｣ と答
えた人は７人 (   ％)､ ｢できれば働きたい｣ が  人
(   ％)､ ｢あまり働きたくない｣ が  人 (   ％)､







その結果､ ｢工場・製作所などでの作業｣ が  人 (   
 ％)､ ｢会社などでの事務｣ が１人 (  ％)､ ｢店舗での








に､ 仕事につくために､ 面接を受けたり､ 電話をしたり､
ハローワークに相談にいったことはありますか｣ と聞い





｢続ける自信がない｣ と答えた人が､ ６人 (   ％)､
｢希望する仕事がない｣ が４人 (   ％)､ ｢できる仕事









                        
れる｣ が  人 (   ％)､ ｢あまりいわれない｣ が７人
(   ％)､ ｢全然いわれない｣ が３人 (  ％) であった｡
  ) 経済状態の評価
｢あなたは､ 自分の経済状態について､ どう思います
か｣ という問いに対し､ ｢余裕がある｣ と答えた人は､
２人 (  ％)､ ｢ふつう・人並み｣ が  人 (   ％)､





えた人は､ ４人 (   ％)､ ｢家族の収入に頼っている｣




最後に､ ｢あなたが､ 働き始める・続けるうえで､ 大
事なこと､ 必要なこと､ 望むことなど､ 自由に書いて下
さい｣ と､ 自由記述を求めた｡
一番多かったのは､ ｢健康｣､ ｢健康第一｣､ ｢病気 (障




















いるか｡ まず､ 健康､ 体調管理ということが挙げられる｡




























とである｡ 疾病別では､ そううつ病 (気分障害) が８割
























まず､ 基本的には､ 事業所において､ 従業員の健康管
理と､ 医療が必要な人が安心して働き続けることができ
るような支援体制および保障を整備することが肝要であ
ろう｡ とくに､ うつ病への対策が求められる｡ というの
も､ うつ病は､ 適切な治療 (投薬および心理療法) によ
り､ 症状の改善が期待でき､ また､ 早期の診断や周囲の
サポートによってさらなる改善があり､ 決して克服でき
ない障害ではないとされているからである  ｡ それ故､
























は､ 先に述べたように､ 個々の事業所において､ 医療や
保健､ 福祉と連携した､ 就労継続のための支援体制を確
立することが必要である｡






















































一方､ 平成  年度の ｢障害者雇用実態調査｣ (厚生労
働省) によると､ 身体障害者は      人､ 知的障害者
は      人 (いずれも､ ５名以上雇用している事業所






















も､ 手帳を取得していると答えた人 (  名) のうち､ 約
９割 (  人) が２級であり､ 正規雇用はハードルが高














ど､ 負担の大きいものが少なくない｡ それで､ パートや
アルバイトなど､ 労働時間や内容の選択において融通の
きく形態を選ぶ傾向があり､ また､ 作業内容も､ 専門的
知識や技能を要するものを避けて､ 軽作業を志向する傾
向がある｡ そうすると､ 当然､ 身分や所得の保障がされ






































































































るよう､ 多様な雇用 (就労) 形態を利用できるようにし
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